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Summary

With the aim of expanding sugarcane genetic resources, an exploration and collection of sugarcane wild species, 
Saccharum spontaneum L., was carried out in the northwestern part of Chiba Prefecture and the southwestern part of 
Ibaraki Prefecture from September 4 to 6 in 2023. In this exploration, 6 accessions were collected from the bank of Tone 
River and Edo River.
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摘要

　サトウキビ遺伝資源の拡充を目的として，2023 年 9 月 4 日～ 6 日に千葉県北西部および茨城県南西部にお

いてサトウキビ野生種（Saccharum spontaneum）の探索および収集を実施した．この探索において，利根川と

江戸川の堤防において 6 点のサトウキビ野生種を収集した．
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目的

　サ ト ウ キ ビ 野 生 種（ ワ セ オ バ ナ，Saccharum 

spontaneum）は日本から中国，東南アジア，地中

海沿岸地域およびアフリカ大陸にも及ぶ広大な分

布域を持ち，茎は細く，地下茎が発達し，栽培種

に比べ容易に出穂するといった特徴を示す（Panje 

and Babu 1960; 永冨 1989）．品種育成においては，

野生種からの病害抵抗性の付与を目的として，20
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世紀初頭に栽培起源種である高貴種（Saccharum 

officinarum）と野生種との種間交配が初めて行われ，

現代の育成品種の交配親となる POJ 品種群が育成

された（Berding and Roach 1987; 永冨 1989）．近年

では，製糖用品種と野生種との種間雑種が高いバ

イオマス生産性を示すことからエネルギー作物と

して注目されている（Fedenko et al. 2013; Matsuoka 

et al. 2014; Meena et al. 2020）．国内においては，高

いバイオマス生産性を活かして，種間交配に由来

する系統が飼料用品種として育成されてきた（杉

本・寺島 2006; 境垣内ら 2014, 2019）．種間交配に

由来する系統は糖度が低くなる傾向にあり（永冨 

1982; 島袋ら  1986），製糖用の品種育成への貢献度

は低かったが，2019 年に飼料用品種「KRFo93-1」

を交配利用して株出し多収品種「はるのおうぎ」

が育成されたことで（服部ら 2019），製糖用品種育

成における重要性も見直されている．以上のよう

に，野生種はサトウキビの生産性を高め，その利

用可能性を拡げる重要な育種素材であり，今後も

活用されていくことが期待される．

　栽培起源種である高貴種の原産地は熱帯性気候

のニューギニア島とされており，日本におけるサ

トウキビの栽培地域である南西諸島は，原産地と

比較して高緯度に位置しているために低温環境で

あることに加えて，干ばつと台風の常襲地でもあ

る．このような南西諸島の不良環境に適応するサ

トウキビ品種を育成するため，九州沖縄農業研究

センター種子島研究拠点（九沖研種子島研究拠点）

の永冨成紀博士をはじめとするサトウキビ育種関

係者は，1977 年より国内に自生する野生種の探索

と収集を実施してきた．その結果，南西諸島およ

び九州から茨城県にかけての太平洋沿岸で収集し

た 500 点以上の国内野生種がジーンバンクに登録

されている（Nagatomi and Degi 2007）．中でも西

表島で収集した「西表 8」は重要病害である黒穂

病の抵抗性に極めて優れており（Sakaigaichi et al. 

2018），九沖研種子島研究拠点では「西表 8」を活

用した黒穂病抵抗性育種に現在取り組んでいる（境

垣内ら 2019; Umeda et al. 2021）．近年では千葉県内

房（石川ら 2011），茨城県東南部（田中ら 2014），

鹿児島県姶良地域（境垣内ら 2017）で探索を実施

しているが，千葉県や茨城県は世界的に見ても野

生種の自生地の北限にあたり，既存の育種素材に

はない低温適応性を有している可能性がある．こ

れまでに野生種は沿岸部で収集されてきたが，内

陸部である千葉県野田市周辺で自生している情報

を得た．そこで，今回我々は千葉県北西部および

隣接する茨城県南西部地域を対象にサトウキビ野

生種の探索を実施し，複数の野生種群落を発見・

収集したので報告する．

探索・収集の方法

　千葉県野田市役所のホームページ内「草花図鑑」

に，利根川および江戸川の堤防に自生しているサ

トウキビの野生種群落が紹介されていた．「草花図

鑑」の作者である自然科学系ライターの岩槻秀明

氏に連絡を取り，野生種の自生地に関する情報を

得た．また，農研機構管理本部の寺内方克博士か

らも，千葉県野田市付近の利根川沿いに自生する

野生種群落についての情報を頂いた．これらの情

報を基に，千葉県野田市から茨城県古河市までの

江戸川および利根川沿いに自生する野生種の探索

および収集を計画した．探索時期は，過去に石川

ら（2011），田中ら（2014）が付近を探索した時期

を参考にして，出穂の状況が確認しやすい 9 月上

旬（2023 年 9 月 4 日～ 6 日）とした．移動は乗用

車にて行い，目印となる橋の付近で停車して徒歩

で探索を行った．野生種の群落を発見した際の調

査には，国際植物遺伝資源委員会（IBPGR，現在は

国際植物遺伝資源研究所（IPGRI））の資料に基づ

き杉本が作成した調査票を用いた（勝田ら 1996）．

本探索では栄養体の茎を収集し，収集したサトウ

キビ野生種は九沖研種子島研究拠点の圃場で保存

している．

探索・収集の結果

　今回の探索では利根川および江戸川の堤防にお

ける 6 ヵ所で野生種を発見し収集した (Table 1)．収

集地点を Fig. 1 に示す．自生地の状況を Photo 1 か

ら 6 に示す．収集した野生種は「JW 795」から「JW 

800」の名称ならびに JP 番号を付した．利根川，

江戸川いずれの堤防も刈り払いが行われていたた

めに，目印となる野生種の出穂を確認したのは 1 ヵ

所のみであった．
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Table 1. List of S. spontaneum  collected in the northwestern part of Chiba Prefecture
表1．千葉県北西部で収集したサトウキビ野生種のリスト
採取地点 種名 品種名 JP番号 収集地点 緯度／経度 標高（m） 採取地点の状況

1 S. spontaneum JW 795 289740 千葉県野田市なみき N36-02-05／E139-49-07 51 江戸川堤防に自生

2 S. spontaneum JW 796 289741 千葉県柏市舟渡 N35-55-39／E139-57-31 53 利根川堤防に自生

3 S. spontaneum JW 797 289742 茨城県坂東市莚打 N35-59-06／E139-53-39 65 利根川堤防に自生

4 S. spontaneum JW 798 289743 茨城県坂東市木間ケ瀬 N36-02-27／E139-50-31 80 利根川堤防に自生

5 S. spontaneum JW 799 289744 茨城県猿島郡境町 N36-06-03／E139-47-44 83 利根川堤防に自生

6 S. spontaneum JW 800 289745 茨城県古河市水海 N36-07-46／E139-45-28 87 利根川堤防に自生

茨城県

利根川
2

3

41

5
6

江戸川

千葉県

東京都

埼玉県
野田市

Fig. 1. The collection site in the northwestern part of Chiba Prefecture.
図1．千葉県北西部における収集地点．1から6は収集地点を示す．

Fig. 1. The collection site in the northwestern part of Chiba Prefecture and the southwestern part of Ibaraki Prefecture.
図 1. 千葉県北西部および茨城県南西部における収集地点．1 から 6 は収集地点を示す．

　まず，岩槻氏より情報を得ていた江戸川に架か

る宝珠花橋の付近を探索し，直径 3 m 程の群落（地

点 1，Photo 1）を発見した．周辺から隔離された

橋の基礎の部分にあり，孤立した群落だった．続

いて，寺内博士より得た情報を基に，利根川沿い

の橋の付近を探索した．利根川橋（常磐自動車道）

の下に位置する堤防では直径 3 m 程の群落（地点 2，

Photo 2）を発見した．芽吹大橋の付近の堤防では，

今回の探索で唯一となる出穂した野生種を発見し

た（地点 3，Photo 3）．地点 3 付近には観測機器が

設置されており，刈り払いが行われずに出穂した

と考えられる．周囲には約 50 m に渡って群落が拡

Photo 1. A habitat of S. spontaneum around Houjyubana 
Bridge in Noda city (JW 795).
写真 1. 宝珠花橋付近（野田市）における自生状況

（JW 795）．

Table 1. List of S. spontaneum collected in the northwestern part of China Prefecture and the southwestern part of Ibaraki 
Prefecture



- 24 -

がっていた．下総利根大橋の付近の堤防では地点

2 と似た状況の直径 3 m 程の群落（地点 4，Photo 

4）を発見した．境大橋付近の堤防ではサイクリン

グロード沿いに 10 m 程度に連なる群落（地点 5，

Photo 5）を発見した．今回の探索で最も内陸とな

る新利根川橋付近の堤防では，5 m 程度の範囲で点

在する群落（地点 6，Photo 6）を発見した．地点 5

と 6 では周囲の草種と比較して野生種の生育が旺

盛であった．

所感

　今回の探索では利根川と江戸川の堤防における

6 ヵ所で野生種の群落を発見した．一方で，堤防

のほとんどの場所で背丈程度の大きさで穂をつけ

Photo 2. A habitat of S. spontaneum around Tonegawa 
Bridge of Joban expressway in Kashiwa city (JW 796).
写真 2. 利根川橋（常磐自動車道 , 柏市）における
自生状況（JW 796）．

Photo 4. A habitat of S. spontaneum around Shimousatone-
Ohashi Bridge in Bando city (JW 798).
写真 4. 下総利根大橋付近（坂東市）における自生状
況（JW 798）．

Photo 3. A habitat of S. spontaneum around Mefuki-Ohashi 
Bridge in Bando city (JW 797).
写真 3. 芽吹大橋付近（坂東市）における自生状況（JW 
797）．

Photo 5. A habitat of S. spontaneum around Sakai-Ohashi 
Bridge in Sakai Town (JW 799).
写真 5. 境大橋付近（境町）における自生状況（JW 
799）．

Photo 6. A habitat of S. spontaneum around Shintonegawa 
Bridge in Koga city (JW 800).
写真 6. 新利根川橋付近（古河市）における自生状況

（JW 800）．
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Photo 7. A habitat of Sorghum halepense spreads all over 
Tone River bank.
写真 7．利根川の堤防一面に広がるセイバンモロコシ．

Table 2. Characteristics of S. spontaneum  in the northwestern part of Chiba Prefecture
表2．千葉県北西部で収集したサトウキビ野生種の特性

採取地点 品種名 群落 仮茎長 (cm) 茎径 (mm) 分げつ Brix (%) 茎の内部 出穂

1 JW 795 中※ 60 4.52 多 7.4 充実 なし

2 JW 796 中 45 4.84 多 4.0 充実 なし

3 JW 797 大 120 5.47 中 15.2 充実 出穂直後

4 JW 798 中 40 5.31 中 9.2 充実 なし

5 JW 799 中 60 4.74 中 14.0 充実 なし

6 JW 800 中 34 3.79 中 8.4 充実 なし
※中，大は群落の大きさがそれぞれ1 ～ 10 m，10 m 超えとした．

Table 2. Characteristics of S. spontaneum collected in the northwestern part of Chiba Prefecture and the southwestern part of Ibaraki 
Prefecture
表 2. 千葉県北西部および茨城県南西部で収集したサトウキビ野生種の特性

るセイバンモロコシ（ジョンソングラス，Sorghum 

halepense，Photo 7）が一面に繁茂していた．堤防

では年間 3 回の刈り払い作業が行われており，通

常サトウキビ野生種の探索において目印となる出

穂を確認できたのは 1 ヵ所のみであった．セイバ

ンモロコシは繁殖力が非常に強いとされ，今回の

探索で発見した野生種の自生地が今後消失する可

能性が考えられる．

　九州以北の野生種は栄養体である茎の状態で海

流に乗って移動し沿岸部に定着したと考えられて

きたが（Nagatomi and Degi 2007），今回の探索では

海岸線から 100 km 程度離れた内陸部で野生種を発

見した．また，今回の探索で気になった点として，

採取地点がいずれも堤防上に舗装された道路の近

くだったことが挙げられる．鈴木・沼田（1982）

によると，1965 年以降に千葉県の九十九里沿岸で

は野生種が堤防工事の一環として植栽されたこと

が報告されている．今回収集した野生種も同様に

行われた堤防工事の名残である可能性や，運ばれ

てきた土砂と一緒に混ざった種子や茎によって定

着した可能性が考えられる．一方で，茨城県霞ケ

浦環境科学センターのホームページでは，約 6 千

年前には海水温の上昇に伴って「縄文海進」と呼

ばれる海面上昇が起こり，採取地点周辺も海岸線

の一部であったことが紹介されている．この時期

において，上述のように海流に乗って定着したも

のが何等かの方法で繁殖し続け，現在の堤防上で

群落を形成した可能性もある．いずれにしても，

今後ジーンバンク事業で維持・管理していく上で

はゲノム情報を活用して来歴を明らかにし，遺伝

的に同一と考えられる遺伝資源を整理する必要が

ある．

　世界的に見ても自生地の北限にあたり，南西諸

島よりさらに低温環境である関東地方で採取した

野生種は，低温適応性の育種素材として有用と考

えられる．今回の探索においては，国内収集で最

も内陸の地域に自生する野生種を採取した．内陸

部は沿岸部よりも寒暖差が大きいと考えられるこ

とから，既存の育種素材とは異なる低温適応性を

有している可能性がある．また，本州で収集され

た野生種は南西諸島の野生種と比較して Brix が高

いことが報告されている（Sakaigaichi et al. 2016）．

今回の探索においても刈り払いされていない地点 3

で採取した「JW 797」は，野生種としては比較的

高い Brix の値を示した (Table 2)．野生種を交配し

て得られた系統はバイオマス生産性に優れる一方

で糖度が低くなる傾向にあり，通常の製糖用品種

と同程度の糖度に高めるために「高貴化」と呼ば

れる複数回の交配が必要になる（永冨 1982; 島袋ら 

1986）．従って，「JW 797」のような糖度の高い野
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生種を交配利用することで，「高貴化」のプロセス

を短縮できる可能性がある．以上から，今回収集

した野生種を含む関東地方において収集された野

生種は，高い糖度と低温適応性を併せ持っている

と考えられ，今後育種素材として活用していくこ

とが期待される．
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